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６月２１日（土）長野市篠ノ井のグリーンパレスで「第１６回通常総代会」が開催されました。総
代会後に各地域で組合員の集い（懇談会）が開催されます。総代会で決めた方針の具体化を総代さん
中心に進めます。
ひとつでもふたつでも実現に向けてがんばりましょう。

「地域での拠り所（サロン）
 をいっぱい作ろう」

「第16回通常総代会」

桜井記子さん
社会福祉法人ジェイエー長野会
特別養護老人ホームローマンうえだ
副施設長
佐久総合病院等勤務後、2002 年よ
り特別養護老人ホームで職員の人材
育成に携わり、認知症の人を支える
地域活動に取り組む。
看護師、介護支援専門員、認知症ケ
ア上級専門士

ー 認知症コラム ー

「夕方になるとザルから水がザッと抜け落ちたように頭が
真っ白で何も覚えていない。」「字も書けない。何もできなく
なってしまった。怒られてばかり。生きていても価値がない。」
アルツハイマー病と医師より告知されて間もなく、涙なが
らに語った認知症の初期のＡさん本人の言葉です。
大事な約束事も忘れるようになり、ポケットはいつもメモ
でいっぱい。食欲もなくなり、体重は10キロも減少しました。
趣味だったお茶の会も辞めて、閉じこもるようになりました。
やがて、介護者である夫の精神的負担も増し、ディサービス
に通うことになりました。
ディサービスでは、Ａさんがどんな思いでいるか、話を聴
くことを大切にしました。失敗の連続、どうなっていくのだろうという不安や孤独の中で、周囲
に助けを求めていたのですが、言葉でうまく伝えることが難しくなっていました。職員はＡさん
が自信を取り戻せるよう、楽しみや出番をたくさんつくり、昔、内職でしていた布団づくりもし
てもらいました。すると、Ａさんに笑顔が戻り、会話も多くなりました。親友も時々訪ねてなじ
みの話をしてくれ、夫も周囲のアドバイスを受け、優しく接するようになりました。
介護サービス利用とＡさんが穏やかになったことで、夫の介護負担も減少しました。サービス
開始から10年余、物忘れは進みましたが、みんなに見守られて元気で通っておられます。
認知症の初期は傍にいる人ほど、本人の変化に気付かないものです。むしろ「なぜこんなこと
をするのだろう」と怒ったり、否定したり、出来ることを奪ってしまったりしまいがちです。本
人からすると、最も身近でわかってほしいと思っていた人々に理解されないことで、ますます混

乱し、周囲との関係もこじれてしまうことも少なくありません。
近年、認知症の早期診断、早期治療の必要性が唱えられていま
すが、同時に大切なのは、初期の周囲の人々の対応といわれてい
ます。Ａさんのように、家族や、馴染みの人々が、本人の伴走者
となって、「大丈夫、みんながついているよ。」と、本人のありの
ままを受け入れ、それまでと変わらぬ関わりこそが、その後の、
認知症とともに生きる本人と家族にとっての、より良い日々が送
れるかどうかの鍵なのです。
（特養ローマンうえだ副施設長　桜井記子）

認知症の初期
周囲の対応が鍵

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を

解
釈
改
憲
で
突
破
し
よ
う
と
し
て

い
る
安
倍
政
権
に
対
し
、
国
内
外

か
ら
一
斉
に
「
ノ
ー
」
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
組
合

員
の
手
に
届
く
頃
に
は
日
本
の
国

の
か
た
ち
が
激
変
す
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
曲
が
り
角
に
あ
る
こ

の
時
期
に
、
第
16
回
総
代
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
事
業
の
健
全
な
運

営
を
目
ざ
す
こ
と
と
同
時
に
、
高

齢
協
が
地
域
の
人
々
と
と
も
に「
安

心
」
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
諸

活
動
に
と
り
く
む
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
高
齢
期
の
生
き
が
い
を
そ

れ
ぞ
れ
の
で
き
る
形
で
実
現
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。（
依
）

編
集
後
記

長野高齢協組合員数
（平成２６年 6月末現在）

全　体 ３，３２０人
北　信 ２，０２４人
中　信 ６６５人
東　信 ４６９人
南　信 １５２人

12



○
こ
れ
か
ら
日
本
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。
介
護
の
世
界
も
き
び
し
く

な
り
そ
う
で
す
ね
。
要
支
援
だ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
と

か
・
・
・
い
ろ
い
ろ
な
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
が
・
・
・
心
配
で
す
。
こ
ど
も

か
ら
老
人
ま
で
が
住
み
良
い
日
本
に

な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。（
Ｍ
さ
ん
）

○
高
齢
者
の
生
協
が
長
野
市
の
中
心
市

街
地
よ
り
遠
す
ぎ
ま
す
。
門
前
プ
ラ
ザ

の
中
に
は
入
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？
交

通
の
便
も
よ
い
の
で
す
か
？（
Ｕ
さ
ん
）

○
安
部
政
権
が
進
め
て
い
る
「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
」
絶
対
反
対
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
平
和
な
社
会
を
子
供
や
孫
の
為
に
今
、

大
人
が
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
憲
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。（
Ｋ
さ
ん
）

○
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
大
好
き
で

す
。
パ
ズ
ル
を
作
る
人
、
尊
敬
し
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
平
和
な
社
会
だ

か
ら
・
・
・
。
平
和
が
い
ち
ば
ん
！！
し

か
し
、
今
は
あ
ぶ
な
い
。（
Ｔ
さ
ん
）

読
者
か
ら
の
投
稿

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。

沢
山
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

か
が
や
き
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

「公共職業訓練介護コース　受講生募集」
介護福祉分野で、あなたの力を発揮しませんか？　
「いきいき介護福祉・介護事務」養成科
・受講期間：平成 26年 9月 18 日～ 12月 17 日（土日祝日休み）
・目標資格：介護職員初任者研修、介護事務管理士、認知症サポーター、発達障害サポーター
・対 象 者：ハローワークに登録していて、現在求職している方で介護福祉分野の就職
　　　　　  を考えている方
・受 講 料：無料（但しテキスト代 14,000 円、資格取得等の負担額 7,800 円自己負担）
・受講会場：長野県松本勤労者福祉センター
・申し込み：8月 27日（水）までにハローワーク窓口（松本、大町、木曽福島、伊那、諏訪、
　　　　　　岡谷）にてご相談して下さい。
・問い合わせ先：長野県松本技術専門校（電話：０２６３－５８－３１５８）
　　　　　　　  長野高齢協 中信地域センター（電話：０２６３－３１－８２００　/担当新井）

「介護でかがやく」養成科
・受講期間：平成 26年 9月 18 日～ 12月 17 日（土日祝日休み）
・目標資格：介護職員初任者研修、福祉用具専門相談員、赤十字救急法救急員、認知症
                 サポーター、福祉住環境コーディネーター 3級受験
・対 象 者：ハローワークに求職申込みされている方で、介護・福祉分野への就職を考えている方
・受 講 料：無料（但しテキスト代 12,744 円、資格検定料等 7,520 円は自己負担）
・受講会場：長野県高齢者生活協同組合研修センター（長野市南高田２－１１－２） 無料駐車場完備
・申し込み：7月18日（金）～8月18日（月）までにハローワーク窓口（長野、篠ノ井、須坂、
　　　　　　飯山、大町）にて申込み下さい。
・問い合わせ先：長野県長野技術専門校
　　　　　　　  長野高齢協 北信地域センター（電話：０２６－２１７－３６０１ /担当前島）

1964年の秋、民俗芸能の宝庫と呼ばれる伊那谷に産声をあげた「田楽座」。
日本のふるさとの昔から伝わり、人々の暮らしの中で時代を越えて生き続けてきた唄や踊り、太鼓
や舞などの民族芸能を今に伝える集団です。
創立50周年を迎え、新たな作品「まつり芸能楽信濃」の公演が6月の駒ヶ根を皮切りに各地で行われます。
「山を愛し、人の情を育み、ふるさとを愛する、信濃の国の人々の祭り。木遣り唄が山々にこだ
まし、踊り手が舞い、大獅子が躍動する。太鼓、舞、田楽踊り、そして盆踊り狂言・・・　ふるさ
とのまつりを愛するすべての人に届けたい」今後の公演予定は長野県伊那文化会館ホールで
10月11日　18：30開演、10月12日　13：00開演　入場料　一般3,500円、ペア券6,000円
これから各地での公演を予定しています。　
また、各種のワークショップや講習会、イベントへの参加も行っています。　
お問い合わせは　☎0265-78-3423　E-mail  dengaku@valley.ne.jp（松田みつ子）

歌舞劇団「田楽座」公演　まつり芸能楽信濃
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日
本
を「
戦
争
す
る
国
」

      
に
し
て
は
な
ら
な
い

安
倍
首
相
が
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
を
狙
っ
て
、
憲
法
解
釈

の
変
更
を
閣
議
決
定
で
強
行
し
よ

う
と
す
る
動
き
に
、
国
民
の
批
判

の
声
が
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
の
調
査
で
は
、
憲
法
９

条
改
訂
反
対
・
集
団
的
自
衛
権
行

使
反
対
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
学

者
・
文
化
人
・
弁
護
士
・
宗
教
者

な
ど
広
範
な
人
々
が「
立
憲
主
義

を
守
れ
」「『
戦
争
す
る
国
』づ
く

り
を
許
す
な
」と
立
ち
上
が
っ
て

い
ま
す
。
私
ど
も
高
齢
協
の
組
合

員
の
中
に
は
、
戦
争
の
狂
気
と
悲

惨
を
直
接
経
験
し
た
方
や
、
近
親

に
惨
禍
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
が
い

る
方
な
ど
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
人
を
殺
し
、
人
が
殺
さ
れ

る
戦
争
へ
の
暴
走
を
何
と
し
て
も

阻
止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

手
許
に
昭
和
22
年
８
月
２
日
、

文
部
省（
当
時
）発
行
の「
あ
た
ら

し
い
憲
法
の
は
な
し
」が
あ
り
ま

す
。
中
学
１
年
生
が
教
科
書
と
し

て
数
年
間
使
い
ま
し
た
。
私
は
昭

和
23
年
に
学
び
ま
し
た
。
社
会
科

の
先
生
が「
新
し
い
憲
法
で
、
日

本
は
二
度
と
戦
争
し
な
い
と
決
め

た
。
諸
君
は
も
う
天
皇
陛
下
万
歳
と
叫

ん
で
死
な
な
く
て
も
良
く
な
っ
た
。
自

分
の
人
生
を
自
由
に
生
き
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
」と
、
涙
を

浮
か
べ
て
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
、

鮮
明
に
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。
こ
の「
は

な
し
」の
最
後
の
、
最
高
法
規
の
項
に

次
の
文
言
が
あ
り
ま
す
。

①「
憲
法
は
、
国
の
最
高
法
規
で
す

か
ら
、
こ
の
憲
法
で
決
め
ら
れ
て
あ
る

こ
と
に
あ
わ
な
い
も
の
は
、法
律
で
も
、

命
令
で
も
、
な
ん
で
も
、
い
っ
さ
い
規

則
と
し
て
の
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。」

②「
あ
た
ら
し
い
憲
法
は
、
日
本
国

民
が
つ
く
っ
た
、
日
本
国
民
の
憲
法
で

す
。こ
れ
か
ら
さ
き
、こ
の
憲
法
を
守
っ

て
、
日
本
の
国
が
栄
え
る
よ
う
に
し
て

ゆ
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。」

日
本
国
憲
法
の
精
神
は

　
　
　
協
同
の
心
と
一
致
す
る

　

憲
法
前
文
の
２
項
に
、「
日
本
国

民
は
、
恒
久
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相

互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
念
を

深
く
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を

愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼

し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を
保
持

し
よ
う
と
決
意
し
た
」と
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
崇
高
な
理
想
と
は
、
人

の
た
め
を
思
う
心（
人
間
の
善
意
）の

こ
と
で
、
誰
し
も
が
持
つ
ご
く
普
通
の

人
間
的
な
気
持
ち
で
す
。
こ
の
こ
と
を

深
く
自
覚
し
、
平
和
を
愛
す
る
世
界
の

人
々
の
ゆ
る
ぎ
な
い
決
意
に
信
頼
し
、

わ
れ
わ
れ
の
安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ

う
と
決
意
し
た
の
で
す
。
我
が
国
は
こ

の
決
意
を
６
７
年
間
守
り
通
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
我
が
憲
法
が
今
年
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

所
以
な
の
で
す
。平
和
憲
法
こ
そ
真
の
、

戦
争
の「
抑
止
力
」な
の
で
す
。

私
に
は「
抑
止
力
」と
い
う
言
葉
に

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
１
９
８
２
年
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
世
界
核
軍
縮
会
議
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
国
連
を
中
心
に
開
か
れ
、
世

界
各
国
か
ら
１
０
０
万
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
私
は
日
本
代
表
団
の
医
療

担
当
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の

時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
に
核
軍

縮
会
議
を
揶
揄
す
る
記
事
が
載
り
ま

し
た
。「
強
大
な
核
軍
力
こ
そ
が『
抑

止
力
』（
d
e
t
e
r
r
e
n
t
）
で

あ
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
哲
学

（
p
h
i
l
o
s
o
p
h
y
）
だ
。」
と
。

怒
り
を
覚
え
た
記
憶
が
、「
抑
止
力
」と

い
う
言
葉
を
聞
く
度
に
よ
み
が
え
り
ま

す
。思

う
に
人
の
た
め
を
思
う
心
と
、
人

を
信
頼
す
る
心
は
ま
さ
し
く
協
同
の
心

で
あ
り
、
人
間
社
会
の
大
切
な
価
値
な

の
で
す
。
こ
の
心
を
横
に
つ
な
い
で
力

と
し
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
進
め
る

の
が
私
ど
も
の
協
同
で
す
。
そ
こ
で
は

福
祉
、
健
康
、
平
和
、
文
化
、
教
育
、

人
間
た
る
に
値
す
る
生
存
・
労
働
・
暮

ら
し
は
一
体
の
も
の
で
す
。
私
ど
も
は

こ
れ
ら
を
課
題
と
し
て
と
ら
え
事
業
運

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

私
ど
も
は
み
ん
な
で
心
と
力
を
合
わ

せ
、
助
け
合
っ
て
、
憲
法
を
暮
ら
し
に

生
か
す
活
動
を
し
て
い
る
仲
間
な
の
で

す
。
何
と
し
て
も
日
本
国
憲
法
を
守
り

発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
沢
山
あ
る
課
題
の

　
　
　
　
根
源
に
あ
る
も
の
は

安
倍
内
閣
は
戦
後
国
民
の
努
力
で

積
み
上
げ
て
き
た
民
主
的
な
社
会
制

度
や
社
会
資
源
を
、「
戦
後
レ
ジ
ー
ム

の
解
体
」
と
称
し
て
破
壊
す
る
大
暴

走
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
大
企

業
が
栄
え
れ
ば
す
べ
て
良
し
と
す
る
、

と
っ
く
に
破
綻
し
て
い
る
経
済
成
長

神
話
を
強
引
に
進
め
て
い
ま
す
。
何

と
し
て
も
、
経
済
を
人
間
の
共
同
生

活
の
発
展
に
資
す
る
と
い
う
本
来
の

姿
に
戻
す
た
め
に
、「
経
済
の
民
主
化
」

を
た
た
か
い
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は「
正
気
の
島
」た
る
協

同
組
合
の
社
会
的
使
命
で
す
。

 

（
市
川
英
彦
）

言いたい 第16回通常総代会をめぐる情勢と課題
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生
活
を
豊
か
に
す
る
本
来
の
姿
に
戻
す

経
済
の
民
主
化
。
の
4
つ
の
視
点
で
総

代
会
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題
に
つ
い
て

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
２
０
１
３
年
度
事
業
・
活

動
の
報
告
と
決
算
と
剰
余
金
処
分
案
に

つ
い
て
、
高
齢
者
生
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
が
や
き
と
の
関

係
（
長
野
高
齢
者
協
同
組
合
グ
ル
ー
プ

と
し
て
）
に
つ
い
て
鈴
木
友
子
副
理
事

長
よ
り
併
せ
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

監
査
報
告
を
工
藤
克
征
監
事
が
行
い
、

２
０
１
４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支

予
算
、
第
4
次
3
ヶ
年
計
画
、
定
款
の

一
部
改
正
、
役
員
報
酬
、
議
案
決
議
効

力
発
生
の
件
に
つ
い
て
新
井
厚
美
専
務

理
事
よ
り
、「
高
齢
者
協
同
組
合
の
理
念・

定
義
・
目
指
す
も
の
・
運
営
原
則
」
の

説
明
と
併
せ
て
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
総
代
さ
ん
か
ら
は
方
針
を
補
強

す
る
意
味
で
、
以
下
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

中
信
総
代　

大
久
保
萬
里
さ
ん
か

ら
は
3
月
に
宅
老
所
北
小
松
か
ら
移
転

オ
ー
プ
ン
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
晴
の
家

の
状
況
に
つ
い
て
、
北
信
理
事　

前
島

章
良
さ
ん
か
ら
は
や
す
ら
ぎ
サ
ポ
ー
ト

専
務
理
事　

新
井
厚
美

　

第
16
回
通
常
総
代
会
が
6
月
21
日

（
土
）
長
野
市
篠
ノ
井
の
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
で
、
実
出
席
68
名
、
代
理
出
席
12

名
、
書
面
議
決
書
で
の
参
加
25
名
の
計

１
０
５
名
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
市
川
英
彦
理
事
長
よ
り
①
終

戦
当
時
中
学
生
の
社
会
科
で
行
わ
れ
た

「
憲
法
の
は
な
し
」
を
交
え
、
集
団
的
自

衛
権
、
特
定
機
密
保
護
法
な
ど
日
本
が

戦
争
が
で
き
る
国
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
事
の
懸
念
。
②
社
会
保
障
制
度
の
解

体
を
狙
う
医
療
・
介
護
総
合
法
案
に
断

固
反
対
し
、
声
を
あ
げ
る
こ
と
の
必
要

性
。
③
行
政
か
ら
の
お
仕
着
せ
の
地
域

包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム

で
は
な
く
、

下
か
ら
作

り
上
げ
る

住
民
主
体

の
地
域
包

括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の

構
築
。
④

経
済
を
人

間
の
共
同

事
業
と
協
同
墓
地
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

東
信　

山
下
多
香
子
さ
ん
か
ら
は
東
信

地
域
セ
ン
タ
ー
で
新
た
に
取
り
組
む「
ふ

れ
あ
い
カ
フ
ェ
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
北
信
総
代　

武
重
博
明
さ

ん
か
ら
も
っ
と
意
見
が
で
る
よ
う
に
す

る
た
め
Ｗ
ｅ
ｂ
で
も
発
言
通
告
が
出
来

る
仕
組
み
づ
く
り
の
提
案
、
東
信
総
代　

木
内
ス
ミ
子
さ
ん
か
ら
は
組
合
員
メ

リ
ッ
ト
は
事
業
を
通
じ
て
「
安
心
」
を

届
け
る
こ
と
が
重
要
、
東
信
理
事　

依

田
発
夫
さ
ん
か
ら
は
戦
争
を
し
な
い
国

か
ら
普
通
に
戦
争
が
出
来
る
国
へ
の
曲

が
り
角
に
来
て
い
る
。
今
こ
そ
私
た
ち

が
声
を
挙
げ
、
立
ち
上
が
る
時
で
あ
る

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
採
決
に
移
り
、
全
て
の
提
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

「
社
会
保
障
制
度
を
守
り
、
充
実
を
求

め
て
立
ち
上
が
ろ
う
！
」
の
総
代
会
特

別
決
議
を
採
択
し
、
6
名
の
永
年
勤
続

者（
10
年
）表
彰
を
行
い
閉
幕
し
ま
し
た
。

午
後
は
組
合
員
交
流
会
。
北
信
・
本
部

職
員
の
コ
ー
ラ
ス
で
始
ま
り
、
コ
カ
リ

ナ
演
奏
、気
功
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、

歌
唱
な
ど
各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
多
彩
な
発
表
を
見
聞
き
、
体
験
し
な

が
ら
、
大
い
に
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
総
代
さ
ん

の
感
想
を
記
載
し
ま
す
（
一
部
抜
粋
）

○
大
き
く
な
っ
た
高
齢
協　

た
の
も
し

く
思
い
ま
す
。
頼
り
に
な
る
高
齢
協
を

よ
り
ど
こ
ろ
に
、
力
を
あ
わ
せ
な
け
れ

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

○
「
高
齢
協
は
事
業
の
為
に
や
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
事
、
と
て
も

感
動
し
て
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
私
も

仲
間
に
加
え
て
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

○
総
代
会
に
参
加
し
、
現
行
の
社
会
保

障
を
守
り
、
未
来
の
為
に
充
実
を
求
め

て
力
を
合
わ
せ
る
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

○
戦
力
は
一
時
的
な
も
の
、
平
和
力
は

恒
久
的
な
力
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

○
理
念
を
し
っ
か
り
持
ち
、
地
域
福
祉

に
重
き
を
置
か
な
い
と
。
普
通
の
福
祉

事
業
者
の
よ
う
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

○
今
年
の
総
代
会
、
映
像
は
な
か
っ
た

が
分
か
り
易
い
内
容
で
し
た
。
方
針
も

展
望
も
あ
る
内
容
で
し
た
。

○
交
流
会
、
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
こ
と
も
い

ろ
い
ろ
お
話
が
で
き
て
、
少
し
づ
つ
実

現
し
そ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
組
合
員
と

し
て
協
力
で
き
る
こ
と
は
で
き
る
だ
け

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2014年度事業計画等を説明する新井専務

情
勢
に
見
合
っ
た
事
業
と
運
動
を

     

全
組
合
員
参
加
で
第
16
回
通
常
総
代
会
開
か
れ
る
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〈タテのカギ〉
①名を記した下に書く判。書き判。
②取捨○○○○
③芝居など興行場の入場料。○○銭。
⑤ヤングマン
⑥日本で冬季オリンピックが開催された札幌と○○○
⑧○○に冠を正さず
⑫豊富な。金持ちの。贅沢な。
⑭バレーボールの人気アニメ「○○○はＶ ( ブイ )」
⑯約束の日
⑱好みの○○○は明るく、気の利く人
⑲両生類の一種、一茶の句に登場する
㉑豆乳を煮て、その表面の薄皮を干した食品
㉓酢味噌和えなどにして食べます

〈ヨコのカギ〉
①地層中に残った古代の生物の遺体
④「岩魚」と書く魚
⑦オスのにわとり
⑨北陸新幹線で○○百万石の金沢へ
⑩和歌、短歌は○○を詠むと言う
⑪あまり役に立たない人の事、○○○○の猫
⑬この季節、とってもとっても生えてくるもの
⑮花嫁が頭の周りに巻く白い布、○○隠し
⑰同じ事の繰り返しで果てがないこと。○○○ごっこ
⑳ランキング
㉓位置の高い所
㉔唾液腺から出る液体
㉕トイ○○○○は人気の小型犬

応募方法
・ヒントから□に文字を入れて、A～Gまでのアルファベットを順番に並べ替えて、言葉を完成させてください。応募い
ただいた正解者の中から抽選で3名の方にクオカード500円と万座温泉日進館の無料入浴券1枚をプレゼントします。

☆答え、氏名、住所、日常の出来事やニュースのご意見・感想などを記入して、郵便、FAX又はメールに
てご応募ください。お待ちしています。

宛先:〒 381-0024　長野県長野市南長池 761-3　長野県高齢者生活協同組合「クロスワード」係
FAX:026-263-2385　メール:info@nagano-koureikyo.jp 　締切日: 8 月 18日（月）必着

正解者：6名　当選者（3名）：牛山良子さん、木内たづ子さん、轟咲子さん
おめでとうございます。クオカード５００円と万座温泉入浴券1枚をお送りします。

前号のクロスワード正解「シキノベンチ」でした。

〈前号の答え合わせ〉

読
者
コ
ー
ナ
ー

　第8回理事会が5月24日（土）に行われました。決
まった事をお知らせします。
○2014年度4月の決算状況を確認しました。ＮＰＯ
ワーカーズコープも合わせた高齢者協同組合全体
で事業高52,083千円、事業剰余▲1,336千円とい
う結果でした。予算は達成しましたが、配食、や
すらぎサポート事業が赤字です。

○第16回通常総代会の議案書、スケジュールの最終
確認を行いました。

○「介護保険制度改悪を許さない」取組みを行いま

す。
①ホームページ、かがやきニュースで高齢協の主張
を繰り広げます。

②事業所のある市町村の介護保険課や地域包括支援
センター等を訪問し、今後の自治体の取組み、地
域支援事業等について聞き取りを行います。

③各地域の社会保障推進協議会と連携し、各自治体
と懇談の場を設け、私たちの主張、希望を伝えま
す。

第8回理事会報告（2014年5月24日）
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「
介
護
は
み
ん
な
で
」

　
　
養
成
科
を
受
講
し
て

介
護
に
以
前
か
ら
興
味
が
あ
り
、
今

回
機
会
が
あ
り
こ
の
講
座
を
受
講
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
講
座
で
は
介
護

技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
に
対
し
て

自
立
を
支
援
し
、
尊
厳
を
持
っ
て
接
す

る
事
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
実
際
に
介
護
に
携
わ
っ
た
講
師
の

方
の
貴
重
な
体
験
談
を
お
聞
き
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
講
座
の
中
で
多
く
の

受
講
生
が
興
味
を
持
っ
た
授
業
の
一
つ
に

「
演
劇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
人
と
接
す
る
上

で
ど
う
し
た
ら
相
手
の
気
持
ち
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
相
手
に
自
分
の

気
持
ち
を
ど
う
伝
え
る
か
を
学
び
ま
し

た
。
こ
の
授
業
は
人
と
の
関
わ
り
の
中
で

と
て
も
役
立
つ
内
容
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
「
仕
事
お
こ
し
」
と
い
う
科
目

も
あ
り
、
私
た
ち
は
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
自
分
た
ち
が
今
仕
事
を
起
こ
す

と
し
た
ら
何
が
で
き
る
か
を
話
し
合
い

ま
し
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ
は
古
民
家
を

活
用
し
た
事
業
を
提
案
し
ま
し
た
。
古

民
家
を
改
築
す
る
の
も
従
業
員
を
雇
う

の
も
資
金
が
無
く
て
は
何
も
で
き
ま
せ

ん
。
知
識
の
少
な
い
中
、
ど
う
に
か
事

業
の
形
が
で
き
ま
し
た
。
主
な
収
入
源

は
田
舎
生
活
を
体
験
で
き
る
宿
泊
施
設

と
、
農
家
の
人
を
登
録
制
に
し
て
、
庭

木
の
剪
定
な
ど
を
行
う
グ
リ
ー
ン
サ
ー

ビ
ス
と
し
、
そ
の
施
設
は
地
域
の
人
に
も

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
場
に
し
た
い
と

考
え
、
高
齢
者
の
方
に
は
お
茶
飲
み
が

で
き
る
縁
側
運
動
の
場
、
子
供
た
ち
に

は
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
す
る
場
に
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
な
か
な
か
面
白

い
取
り
組
み
で
、
私
た
ち
も
本
当
に
実

現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
く
ら
い

で
し
た
。
色
々
な
学
習
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
養
成
講
座
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

自
分
た
ち
の
仕
事
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
長
野
市　

米
本
淑
子
）

「
３
カ
月
の
職
業
訓
練
を

　
　
　
　
　
修
了
し
て
」

今
回
3
カ
月
と
い
う
短
い
期
間
で

介
護
職
員
初
任
者
研
修

の
資
格
取
得
に
参
加
し

て
み
て
、
介
護
や
福
祉

に
つ
い
て
自
分
が
思
っ

て
い
た
事
と
実
際
の
現

場
は
全
く
違
い
、
考
え

方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

訓
練
の
最
初
は
座
学

ば
か
り
の
日
々
で
自
分

に
と
っ
て
は
知
ら
な
い

分
野
の
勉
強
で
毎
日
が

学
ぶ
こ
と
ば
か
り
で
と

て
も
充
実
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
の
ち
に
実
技
を
実
際
に
練

習
し
て
み
て
も
慣
れ
な
い
作
業
で
最

初
は
上
手
く
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

何
度
も
練
習
を
し
た
り
し
て
い
る
と

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
の
ほ
う
に
な
る
と
実
際
に
施

設
等
に
実
習
に
行
き
、
利
用
者
さ
ん

を
介
護
し
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
や

不
安
が
あ
り
積
極
的
に
話
す
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
徐
々
に
話

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
実
習
に

行
っ
て
み
て
思
っ
た
事
は
、
自
分
が

思
っ
て
い
た
現
場
と
は
全
く
違
い
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
も
皆
さ
ん
楽
し
く
利

用
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
明
る
い

現
場
だ
と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
訓
練
で
は
演
劇
の
授
業
も

あ
り
、
そ
の
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
を
実
際
に

行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
他
に
も
講

義
で
は
「
仕
事
お
こ
し

が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
で

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
お
こ
し

の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
立
て
、
ど
ん
な
事
を

事
業
に
す
る
の
か
話
し

合
っ
て
決
め
、
個
々
に

資
金
源
や
実
際
に
経
営
す
る
立
場
に

な
っ
た
つ
も
り
で
考
え
る
事
が
で
き
、

と
て
も
為
に
な
り
ま
し
た
。

3
カ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
介
護

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た
し
、

自
分
が
人
と
し
て
少
し
成
長
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
訓
練

で
知
り
合
っ
た
人
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

自
分
も
こ
れ
か
ら
は
介
護
の
世
界

に
行
き
、
も
っ
と
深
く
介
護
を
学
び
、

地
域
福
祉
と
い
う
形
で
何
か
し
ら
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
中
野
市　

齊
藤
裕
也
）

北
信
公
共
職
業
訓
練

 

〜
３
月
修
了
生
〜

受講生が作成した
事業の案内チラシ

最終日の仕事おこしの発表風景
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第
16
回
通
常
総
代
会

　   
ル
　
ポ

「
さ
わ
や
か
な
天
候　

　
　
　
　

  
心
通
わ
せ
て
」

総
代
会
冒
頭
市
川
理
事
長
あ
い
さ

つ
で
の
総
代
会
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課

題
。
議
案
採
決
前
の
発
言
、質
疑
で
の
、

か
が
や
き
ニ
ュ
ー
ス
№
1
0
5
号

（
2
0
1
4
年
3
・
4
月
号
）
に
も
寄

稿
配
信
さ
れ
た
依
田
理
事
の
発
言
。

高
齢
者
生
協
を
創
り
支
え
て
き
て
い

る
お
二
人
の
心
の
こ
も
っ
た
発
言
は
参

加
者
に
熱
く
問
い
か
け
る
、
歴
史
の
曲

が
り
角
の
中
で
の
開
催
さ
れ
た
総
代
会

に
相
応
し
い
、
福
祉
を
柱
に
健
康
、
平

和
、
く
ら
し
の
生
協
で
あ
る
私
た
ち
の

高
齢
者
生
協

と
は
を
示
す

一
場
面
で
し

た
。戦

時
、
終

戦
を
多
感
な

少
年
期
に
経

験
さ
れ
た
お

二
人
が
特
に

声
を
大
き
く

強
調
し
て
呼

び
掛
け
ら
れ

た
の
が
、「
憲
法
を
暮
ら
し
に
生
か
し

た
仕
事
こ
そ
が
、
高
齢
協
の
仕
事
そ
の

も
の
で
あ
る
」。

今
日
、
安
倍
政
権
が
狙
う
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
を
許
さ
ず
、
憲
法
を

暮
ら
し
に
生
か
そ
う
。
行
使
容
認
で
日

本
は
「
戦
争
す
る
国
」
に
な
っ
て
し
ま

う
。
憲
法
解
釈
だ
け
変
え
て
海
外
で
の

武
器
使
用
を
絶
対
に
許
し
て
は
な
ら

な
い
。
時
の
政
権
の
勝
手
な
都
合
の
良

い
解
釈
で
憲
法
破
壊
の
暴
走
を
許
さ
な

い
。
立
憲
主
義
の
破
壊
は
、
こ
れ
を
大

原
則
と
す
る
日
本
と
い
う
国
家
の
破
壊

に
等
し
い
。
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
憲
法

9
条
を
持
つ
平
和
な
国
日
本
だ
か
ら
海

外
の
人
た
ち
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
支
援

も
で
き
た
。
目
の
前
の
孫
、
子
ど
も
た

ち
を
戦
争
に
送
る
よ
う
な
時
代
に
し
て

は
な
ら
な
い
、
と
強
調
さ
れ
た
。

理
事
長
が
経
験
と
く
ら
し
を
取
り
巻

く
課
題
の
中
で
語
ら
れ
た
「
国
敗
れ
て

山
河
有
り
」
国
は
敗
れ
て
も
人
々
、
土

地
は
残
っ
て
い
る
、
と
。
依
田
理
事
の

仕
方
な
い
で
済
ま
せ
て
は
何
も
変
わ
ら

な
い
。
何
度
で
も
繰
り
返
し
て
言
い
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ
、
組
合
員
と
し
て

次
の
孫
子
の
世
代
に
誇
れ
る
仕
事
を
し

た
と
思
え
る
く
ら
し
方
が
大
切
、
と
発

言
さ
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

余
談
で
す
が
、
市
川
理
事
長
が
発
言

を
始
め
よ
う
と
し
た
そ
の
時
、
理
事
長

の
携
帯
が
鳴
っ
た
。
対
応
は
数
秒
で
終

わ
っ
た
が
、総
合
司
会
者
の
機
転
で「
人

の
生
命
を
預
か
っ
て
い
る
医
師
で
あ

る
理
事
長
に
は
緊
急
連
絡
は
有
り
得
ま

す
」
と
の
フ
ォ
ロ
ー
発
言
に
は
参
加
者

一
同
納
得
で
し
た
。

 

（
中
信
通
信
員
：
代
田
登
）

「
楽
し
か
っ
た
、

     

さ
あ
、

       

こ
れ
か
ら
だ
！
」

 

総
代
会
で
は
、
事
業
活
動
が
真
摯

に
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
で
よ
く
判
り
、
運
営
も
少
数
で
激
務

を
精
一
杯
や
っ
て
い
ま
す
。
地
域
活
動

で
会
う
職
員
も
誠
実
な
人
達
で
す
。
だ

か
ら
事
業
も
15
年
で
こ
こ
ま
で
発
展

し
、
出
資
も
１
億
円
と
中
小
企
業
の

域
を
超
え
ま
し
た
。
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
議
事
の
後
の
交
流
懇
親
会
は
、
4

地
域
総
参
加
の
手
作

り
で
、
飲
み
、
食
べ
、

笑
い
、
時
間
が
足

ら
な
い
程
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は

腹
を
抱
え
て
笑
い

ま
し
た
。
実
に
楽
し

か
っ
た
。
だ
が
、
一

つ
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
は
、
専
務
が

第
4
次
3
ヵ
年
計
画

の
冒
頭
で
端
的
に
触

れ
ま
し
た
。
事
業
は
精
一
杯
や
っ
て
来

た
、
し
か
し
〈
高
齢
協
の
理
念
、
目
指

す
も
の
〉
は
「
３
つ
の
言
葉
で
、
地
域

の
老
人
福
祉
の
協
同
組
合
」
を
標
榜
す

る
が
、
一
言
で
は
、
組
合
員
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
か
と
の
自
覚
で
す
。
そ
れ
は

私
も
気
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
楽
し
さ

や
良
い
人
間
関
係
と
は
別
の
基
本
課
題

だ
。

植

物
の
花

や
実
の

如

く
、

事
業
と

し
て
こ

の
課
題

へ
の
具

体
的
取

り
組
み

が
欲
し

い
で
す
。

桃
栗
三

年
の
成
木
の
諺
も
あ
る
、
新
３
ヵ
年
計

画
に
具
体
的
な
期
待
を
し
ま
す
。

組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

ニ
ー
ズ
把
握
中
と
聞
く
。
手
一
杯
の
事

業
の
中
で
の
取
り
組
み
故
、
職
員
が
抱

え
過
ぎ
ず
に
、
在
野
の
組
合
員
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
に

用
い
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
協
同
の
働

き
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
3

年
後
が
楽
し
み
で
す
。

（
北
信
通
信
員
：
髙
橋
鴻
志
）

あいさつをする市川理事長

交流懇親会のファッションショー

交流懇親会で全員で歌を歌いながらの手話
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「
熱
い
思
い
を

               

持
ち
続
け
た
い
」

今
回
は
新
た
な
第
4
次
3
ヵ
年
計

画
を
掲
げ
て
出
発
す
る
た
め
の
総
会

で
し
た
。
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、
新

専
務
理
事
の
新
年
度
事
業
計
画
と
運

動
方
針
、
い
ず
れ
も
今
安
部
内
閣
の

も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
情
勢
を
踏

ま
え
て
高
齢
協
の
理
念
、
定
義
、
目

指
す
も
の
が
鮮
明
に
な
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
、
職
場

に
せ
よ
倶
楽
部
活
動
に
せ
よ
、
そ
こ

の
場
所
で
熱
い
思
い
を
伝
え
る
こ
と
、

熱
い
思
い
が
形
に
な
る
こ
と
、
思
い

が
な
け
れ
ば
だ
め
な
こ
と
が
強
調
さ

れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
言

葉
に
と
て
も
共
感
し
ま
し
た
。

ま
た
組

合
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の

中
で
消
費

税
増
税

も
、
年
金

の
引
き
下

げ
も
戦
争

す
る
国
に

舵
が
取
ら

れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
も
仕
方
が
な
い
と
い

う
回
答
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
会

場
か
ら
東
信
セ
ン
タ
ー
の
依
田
理
事

の
熱
い
思
い
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
常
に
依
田
理
事
の
思
い
を
身
近

に
感
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
源
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
中
で
は
今
回
の
総
会
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、
熱
い
思
い
を
持
ち
続
け

怒
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

（
東
信
通
信
員　

佐
藤
千
里
）

「
高
齢
協
理
念
を

         

地
域
で
生
か
し
た
い
」

私
が
高
齢
協
で
働
き
始
め
た
の
は

昨
年
の
7
月
か
ら
で
あ
り
、
総
代
会

に
出
席
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で

し
た
。
様
々
な
場
面
で
高
齢
協
の
理

総
代
会
に
参
加
し
て
〜

念
等
を
聞
い
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢

協
の
歴
史
か
ら
全
体
の
運
営
状
況
等

を
改
め
て
聞
き
、
私
自
身
さ
ら
に
深

く
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

集
団
的
自
衛
権
の
問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
問
題
等
多
く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、

私
た
ち
に
と
っ
て
社
会
保
障
制
度
の

問
題
は
重
く
の
し
掛
か
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
特
養

へ
の
入
所
は
要
介
護
３
以
上
、
要
支

援
の
人
た
ち
は
市
町
村
へ
と
移
さ
れ
、

「
介
護
難
民
」
が
多
く
生
ま
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
な
っ
た
時
、

高
齢
協
の
理
念
に
も
あ
る
よ
う
に
「
ひ

と
り
ぼ
っ
ち
に
な
ら
な
い
、
し
な
い
」

「
元
気
な
高
齢
者
は
よ
り
元
気
に
、
人

と
地
域
の
お
役
に
立
と
う
」
と
い
う

の
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
高
齢
協
全
体
が
さ
ら
に
活
気
づ

き
、
地
域
と
共
に
よ
り
良
い
社
会
に

貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

 

（
北
信
総
代　

大
西
洋
恵
）

「
高
齢
協
の
こ
と
を

    

住
ん
で
い
る
ま
わ
り
の

       

人
た
ち
に
知
ら
せ
た
い
」

３
年
前
に
飯
田
の
ヘ
ル
パ
ー
２
級

講
座
で
高
齢
協
を
知
り
、
そ
の
講
座

で
協
同
組
合
に
つ
い
て
何
時
間
か
学

び
ま
し
た
。
生
活
協
同
組
合
や
、
海

外
の
協
同
組
合
な
ど
協
同
に
つ
い
て

の
理
念
を
少
し
知
っ
た
気
が
し
ま
し

た
。
今
で
も
理
解
す
る
の
が
難
し
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
感
想
に
つ
い
て
、
大
し

た
こ
と
も
書
け
ま
せ
ん
が
、
参
加
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
改
め
て
協
同
と

か
組
合
と
か
自
分
の
所
属
す
る
環
境

で
、
特
に
居
住
し
て
い
る
地
区
の
組

合
で
は
、
川
ざ
ら
い
と
か
草
刈
り
、

お
祭
り
行
事
の
準
備
な
ど
、
皆
が
一

緒
に
な
っ
て
参
加
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
（
自
分
も
含

め
）
の
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
い

状
況
に
な
り
そ
う
で
す
の
で
、
高
齢

協
の
事
業
活
動
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
き
っ

か
け
で
も
、
高

齢
協
の
事
業
活

動
や
高
齢
協
に

つ
い
て
、
多
く

の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
事
が
必

要
だ
と
感
じ
て

帰
っ
て
き
ま
し

た
。（南

信
総
代　

三
宅　

弘
）

発言をする依田理事

総代木内さんからの発言

総代会最後全員での「エイエイオー」

5

あ
あ
、
今
日
は
楽
し
か
っ
た
よ
！

総
会
冒
頭
に
市
川
会

長
理
事
よ
り
、
事
業
運
動

の
課
題
と
し
て
安
倍
政
権

に
よ
る
数
々
の
政
治
問
題

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
14

年
度
の
活
動
方
針
の
中
に

も
戦
争
を
す
る
国
づ
く
り

に
反
対
し
、
平
和
を
守
る

活
動
等
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
高
齢
協
の
運
動
は
社
会
連
帯
運
動

の
一
つ
と
し
て
社
会
を
変
え
て
行
く
事

を
目
標
に
全
組
合
員
に
伝
え
て
行
く
、

そ
の
出
発
点
に
な
る
総
会
に
と
い
う
趣

旨
に
絶
大
な
賛
同
を
致
し
ま
し
た
。

「
元
気
な
高
齢
者
が
も
っ
と
元
気
に
、

高
齢
者
が
社
会
の
支
い
手
に
な
る
」
か

が
高
齢
協
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
。

働
き
た
い
と
思
う
高
齢
者
が
き
ち
ん
と

働
け
る
社
会
に
な
れ
る
よ
う
、
組
合
員

の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
活
動
し
よ
う

と
決
意
さ
せ
ら
れ
た
意
義
有
る
総
会
で

し
た
。
そ
こ
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

 

（
東
信
セ
ン
タ
ー
武
村
け
い
子
）

四
季
の
ベ
ン
チ
が
開
所
し
て
、
４

カ
月
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
前
の
面
接
や
内
覧
会
で
お

年
寄
り
ご
本
人
や
ご
家
族
と
の
出
会

い
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々
、
関
係

者
と
接
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
直

接
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
れ
ば
よ
い
の

で
す
が
。
現
在
他
施
設
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人
も
、
施
設
を
変

え
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
さ

れ
る
と
感
じ
な
い
か
ぎ
り
現
状
を
変

え
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。
良
い
変
化

で
も
悪
い
変
化
で
も
、
変
わ
る
こ
と

を
い
や
が
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
、

ゆ
っ
く
り
で
す
が
確
実
に
利
用
者
が

増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

小
規
模
で
利
用
者
と
ス
タ
ッ
フ
が

濃
密
な
関
係
を
つ
く
り
や
す
い
せ
い

で
し
ょ
う
か
、
利
用
者
が
日
に
日
に

明
る
く
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
老

健
退
所
後
、
ふ
さ
ぎ
が
ち
で
あ
っ
た

人
が
穏
や
か
な
表
情
で
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

重
介
護
の
利
用
者
も
、
ス
タ
ッ
フ

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
冗
談

を
交
わ
し
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
思

私
は
今
年
の
２
月
か
ら
、

「
つ
く
し
の
里
大
豆
島
店
」

で
働
い
て
い
ま
す
。
当
初

よ
り
資
料
を
読
ん
で
、
高

齢
協
と
い
う
組
織
が
介
護

事
業
全
般
に
携
わ
っ
て
い

る
こ
と
は
理
解
し
た
つ
も

り
で
は
い
ま
し
た
が
、
連

合
会
総
代
会
に
参
加
し
て
、

全
国
に
ま
た
が
る
組
織
全
体
を
俯
瞰
し

て
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
壇
上
と
は

い
え
、
各
理
事
さ
ん
の
顔
を
見
て
声
を

聞
い
て
、
お
話
を
聞
け
た
こ
と
は
そ
れ

ぞ
れ
の
方
の
お
人
柄
も
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

２
日
目
は
「
さ
さ
え
愛
あ
わ
や
ま
」

を
見
学
し
ま
し
た
。
立
ち
上
げ
か
ら
現

在
ま
で
の
お
話
を
理
事
の
神
保
さ
ん
に

う
か
が
い
、
地
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込

ん
で
行
く
パ
ワ
ー
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

ま
し
た
。若
い
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
た
ち
の
、

生
き
生
き
と
し
た
表
情
が
印
象
的
で
し

た
。 

（
北
信
セ
ン
タ
ー
田
中
節
子
）

い
も
寄
ら
な
い
光
景
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

食
事
時
、
車
イ
ス
か
ら
イ
ス
に
移

り
数
口
は
自
分
で
口
に
箸
を
運
べ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
夕
方
の
送
り

の
と
き
、「
あ
あ
、
今
日
は
楽
し
か
っ

た
よ
！
」
と
い
う
声
が
た
い
へ
ん
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、「
医
療
・
介
護
改
革
法
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア

と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
の
縮

小
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者

へ
の
目
線
は
け
っ
し
て
ブ
レ
ず
に
、

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
施
設
そ
し
て

利
用
者
に
選
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
め

ざ
し
て
前
向
き
に
施
設
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
信
・
四
季
の
ベ
ン
チ 

ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー　

井
出
宗
通
）

ー
四
季
の
ベ
ン
チ
だ
よ
り
ー

第
13
回
高
齢
協
連
合
会

　
　
　
　
　
　
新
潟
総
会
に
参
加
し
て

も
っ
と
い
い
社
会
づ
く
り

に
参
加
し
た
い

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

を
実
感
す
る

新潟総会の風景
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に
広
が
る
日
影
ス

キ
ー
場
の
一
面
が
わ

ら
び
取
り
放
題
と
い

う
こ
と
で
、
そ
の
広

さ
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
ス
キ
ー
場
は

上
に
行
け
ば
行
く
ほ

ど
長
く
て
太
い
わ
ら

び
が
沢
山
取
れ
、
参

加
し
た
方
の
中
に
は

「
久
し
ぶ
り
に
わ
ら

び
狩
り
に
来
て
、
こ
の
ポ
キ
っ
と
い
う
わ

ら
び
を
採
る
感
覚
が
何
年
か
ぶ
り
で
味
わ

え
て
今
日
は
う
れ
し
か
っ
た
わ
。」
と
目
が

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
わ
ら
び

狩
り
を
終
え
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
一
杯
の
わ
ら

び
を
持
ち
帰
り
、
ロ
ッ
ヂ
の
温
泉
で
汗
を

流
し
な
が
ら
野
沢
の
山
並
み
を
眺
め
る
と
、

と
て
も
幸
福
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
風
呂
か
ら
上
が
る
と
、
昼
食
は
野

沢
の
山
菜
料
理
が
10
品
以
上
並
び
、
今

ま
で
あ
ま
り
食
べ
た
こ
と
が
な
い
あ
け
び

の
ツ
ル
な
ど
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
「
こ

れ
だ
け
の
山
菜
が
並
ん
で
、
参
加
費
が

4,
0
0
0
円
で
い
い
の
？
」
と
言
う
声
も

上
が
り
、
と
て
も
大
満
足
の
昼
食
で
し
た
。

ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
「
ま
た
来
年
も
来
た

い
わ
ね
。」
と
言
う
声
が
沢
山
出
て
、
皆
さ

ん
わ
ら
び
の
お
み
や
げ
を
抱
え
、
楽
し
い

帰
路
と
な
り
ま
し
た
。 

（
本
部　

鈴
木
繭
）

　

4
月
23
日
、
参
加
者
23
名
は
3
台
の
車

に
分
乗
し
て
出
発
、
昨
年
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た
大
山
桜
も
、
高
坂
の
し
だ
れ
桜
も
、

い
ま
だ
花
の
時
期
に
は
早
く
、
車
は
当
初

の
予
定
通
り
、
飯
綱
東
高
原
の
水
芭
蕉
群

生
地
へ
と
向
か
う
。

　

ス
キ
ー
を
楽
し
む
人
達
で
賑
わ
っ
た
リ

ゾ
ー
ト
地
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て
、
隣
り
合

う
こ
の
群
生
地
に
訪
れ
る
人
も
今
日
は
チ

ラ
ホ
ラ
。
静
か
な
林
の
中
に
囲
ま
れ
、
雪

解
け
を
待
っ
て
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
水
芭
蕉
、

大
き
目
の
葉
に
抱
か
れ
る
様
に
青
味
を
お

び
た
白
い
花
は
、
黄
色
い
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ

の
群
々
と
よ
く
似
合
う
。
一
回
り
30
分
、

手
入
れ
の
よ
く
行
き
届
い
た
小
道
を
散
策
。

　

次
は
北
信
五
岳
を
背
に
、
小
高
い
丘
の

芝
公
園
を
望
む
霊
泉
寺
湖
畔
で
小
休
止
。

「
ハ
イ
チ
ー
ズ
」

で
パ
チ
リ
、
皆

揃
っ
た
所
で
待

望
の
石
井
さ
ん

宅
へ
。
全
員
椅

子
で
座
れ
る
様

に
と
、
今
日
の

た
め
に
手
作
り

さ
れ
た
と
言
わ

れ
る
テ
ー
ブ
ル

　

6
月
10
日
（
火
）
に
北
信
地
域
セ
ン

タ
ー
で
『
わ
ら
び
狩
り
ツ
ア
ー
』
が
行
わ

れ
、
総
勢
10
名
の
参
加
者
で
出
か
け
ま
し

た
。マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
野
沢
温
泉
村
の
ロ
ッ

ヂ
で
ん
べ
い
さ
ん
に
行
き
、
ロ
ッ
ヂ
の
前

を
囲
ん
で
昼
食
の
「
つ
く
し
の
里
の
お
弁

当
」
を
食
べ
る
。
石
井
さ
ん
や
髙
橋
さ
ん

た
ち
が
、
訪
れ
る
仲
間
達
の
た
め
に
早
く

か
ら
準
備
し
て
お
い
て
下
さ
っ
た
お
心
遣

い
に
感
謝
。
石
井
さ
ん
は
、「
行
政
の
支
え

に
頼
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
元
気
な
う

ち
は
互
い
に
生
活
を
共
に
し
、
弱
っ
た
人

に
は
仲
間
が
支
え
合
う
そ
ん
な
生
活
の
場

を
こ
の
広
い
土
地
と
屋
敷
を
、
志
を
同
じ

く
す
る
仲
間
達
の
た
め
に
使
い
た
い
」
と
。

明
る
い
未
来
へ
の
実
現
に
惜
し
み
な
い

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
の
交
流
会
、
コ
カ
リ

ナ
演
奏
に
合
わ
せ
て
合
唱
、次
い
で
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
。
モ
デ
ル
は
参
加
者
全
員
。

ス
ト
ー
ル
で
作
っ
た
ポ
ン
チ
ョ
は
男
性
達
。

首
に
ス
カ
ー
フ
を
巻
い
て
粋
な
姿
で
登
場

し
た
の
は
、
小
澤
副
理
事
長
さ
ん
。
楽
し

い
時
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
。

　

今
日
一
日
あ
り
が
と
う
。
楽
し
い
集
い

の
計
画
に
力
を
注
い
で
下
さ
っ
た
多
く
の

皆
様
に
感
謝
し
て
。

 

（
北
信
セ
ン
タ
ー　

瀧
本
弘
子
）

北
信
中
信

北
信

楽
し
か
っ
た
花
見
交
流
会

わ
ら
び
狩
り
に
温
泉
に

北
信
地
域
セ
ン
タ
ー
内
の
活
動
で
「
炭
焼
き
倶
楽
部
」

の
掲
載
が
漏
れ
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫
び
致
し
ま
す
。

「
炭
焼
き
倶
楽
部
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
内
容

と
な
り
ま
す
。

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
が
や
き
（
長
野
市
、

松
本
市
）
で
は
、
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
を

支
援
す
る
仕
事
を
担
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。〈
生
活
支
援
事
業
〉・
仕
事
内

容
―
草
取
り
、
剪
定
、
雪
か
き
な
ど

　

時
給
：
８
０
０
円
を
基
本
と
し
て
、
15
分
刻

み
で
精
算
。（
松
本
地
域
に
つ
い
て
は
、
松
本

市
内
の
方
を
募
集
）

　

※
ご
希
望
の
方
は
就
労
条
件
等
あ
り
ま
す
の

で
、下
記
担
当
者
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

中
信
（
松
本
市
）

０
２
６
３
―
３
１
―
８
２
０
０
（
風
間
）

北
信
（
長
野
市
）

０
２
６
―
２
１
７
―
３
６
０
１
（
根
本
）

みんなで山菜料理をほお張ります

「
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
か
が
や
き
担
い
手
」

  

募
　
集

か
が
や
き
ニ
ュ
ー
ス
前
号

                  （
５
・
６
月
号
）
の
お
詫
び

前
号
の
Ｐ
６
〜
７
ペ
ー
ジ
で
特
集
を
し
ま
し
た

２
０
１
３
年
度
「
組
合
員
活
動
」
に
つ
い
て

　
「
炭
焼
き
倶
楽
部
」
―
炭
焼
き
を
行
い
、

炭
の
販
売
、炭
作
品
作
り
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
定
期
開
催

皆さんで水芭蕉を散策

7

　

毎
年
恒
例
の
芽
吹
き
の
会
の
「
春

の
つ
ど
い
」。
今
年
は
「
晴
の
家
」
を

会
場
に
し
て
４
月
２
７
日
開
催
し
ま

し
た
。「
晴
の
家
」
は
宅
老
所
か
が
や

き
北
小
松
が
老
朽
化
の
た
め
、
４
月

に
か
が
や
き
デ
ー
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

移
転
新
設
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
地
域
の
み
な
さ
ん
や
会
員
の
お

披
露
目
と
し
て
、
い
つ
も
と
違
っ
た

取
り
組
み
で
行
い
ま
し
た
。
会
場
の

広
さ
の
制
限
も
あ
り
大
き
な
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
４
人
の

参
加
で
和
気
あ
い
あ
い
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
「
晴
の
家
」
は
北
小
松
の
利
用

者
だ
っ
た
方
の
ご
縁
で
で
き
た
の
で
、

そ
の
方
の
つ
な
が
り
の
地
域
の
方
や

踊
り
の
会
の
方
も
参
加
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
き
っ
と
そ
の
方
も
笑
っ
て

参
加
し
て
い
る
は
ず
。
素
敵
な
「
家
」

が
で
き
ま
し
た
よ
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
は
じ
め
て
の
参
加
の
方

も
多
く
、
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
か
い

「
春
の
つ
ど
い
」
で
し
た
。
当
日
提
案

さ
れ
た
芽
吹
き
の
会
の
「
小
物
つ
く

り
」
も
後

日
「
晴
の

家
」
で
月

１
で
開
か

れ
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。「
春

の
つ
ど
い
」

は
風
間
セ

ン
タ
ー
長

か
ら
の
施

設
の
設
立

経
過
や
紹

介
の
あ
と
、

「
信
濃
の
国
」
体
操
を
し
、
こ
じ
ん
ま

り
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る
自
己

紹
介
も
で
き
ま
し
た
。
な
ぞ
な
ぞ
も

し
て
か
ら
芽
吹
き
の
会
員
の
お
赤
飯

や
お
で
ん
、
ト
ン
汁
、
デ
ザ
ー
ト
な

ど
の
手
作
り
昼
食
で
す
。
踊
り
を
見

た
あ
と
、
数
字
で
な
く
「
丸
い
も
の
」

に
ち
な
ん
だ
も
の
を
出
し
合
う
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
、「
ふ
る
さ
と
」

な
ど
歌
っ
て
閉
じ
ま
し
た
。「
晴
の
家
」

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
地
域
や
会
員

の
憩
い
の
場
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

広
が
り
を
予
感
で
き
る
「
春
の
つ
ど

い
」
で
し
た
。

 

（
中
信
通
信
員　

小
林
幸
代
）

　

５
月
の
ニ
ュ
ー
ス
に
チ
ラ
シ
を
入

れ
て
参
加
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

普
段
は
来
れ
な
い
け
れ
ど
こ
れ
に
は

協
力
し
た
い
か
ら
と
か
、
奥
さ
ん
が

組
合
員
だ
け
ど
自
分
は
全
く
初
め
て

と
い
う
男
性
な
ど
も
い
て
、
総
勢

１
７
人
も
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

も
と
も
と
埋
め
立
て
地
に
な
っ
て
い

た
ら
し
く
、
直
径
３
０
㎝
も
あ
る
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
が
沢
山
出
て

来
る
し
ま
つ
で
し
た
が
、ま
さ
に
【
み

ん
な
で
や
れ
ば
怖
く
な
い
】
で
、
み

ん
な
で
良
い
汗
を
か
い
て
楽
し
く
お

昼
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
荒
れ
地
だ
っ
た
た
め
、

有
機
質
の
肥
料
を
購
入
し
、
土
に
混

ぜ
た
り
、
稲
わ
ら
を
切
り
込
ん
だ
り

と
、
に
わ
か
土
づ
く
り
で
し
た
が
、

ま
あ
ま
あ
の
耕
地
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
お
花
の
種
や
苗
を
頂
い

た
り
、
小
規
模
多
機
能
施
設
「
四
季

の
ベ
ン
チ
」
の
職
員
や
利
用
者
さ
ん

が
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
苗
を
植

え
な
が
ら
、
手
入
れ
を
し
て
く
だ
さ

る
の
で
、順
調
に
生
育
し
荒
れ
地
だ
っ

た
三
角
地
も
立
派
な
畑
・
花
壇
に
生

き
返
り
ま
し
た
。
6
月
下
旬
、
キ
ュ

ウ
リ
や
ナ
ス
も
採
れ
始
め
、
利
用
者

さ
ん
の
お
盆
に
乗
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
楽
し
み
が

一
つ
増
え
ま
し
た
。

 

（
東
信
理
事　

横
山
孝
子
）

中
信

東
信

み
ん
な
で
汗
か
き

             
荒
れ
地
の
畑
づ
く
り

〜
東
信
セ
ン
タ
ー
組
合
員
ふ
れ
あ
い
会

　

５
月
23
日
（
金
）
恒
例
の
組
合
員

ふ
れ
あ
い
会
で
は
、
朝
か
ら
鍬
や

シ
ャ
ベ
ル
を
持
参
し
軍
手
に
帽
子
の

い
で
た
ち
の
組
合
員
さ
ん
が
続
々
集

ま
り
、
土
づ
く
り
作
業
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
東
信
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

わ
き
に
あ
る
三
角
形
の
荒
れ
地
の
い

わ
ば
「
開
墾
」
で
す
。

みんなで力を合わせて
荒れ地の畑づくり

「
春
の
つ
ど
い
」
は

　
　「
か
が
や
き
」
の
芽
吹
き

盛り上がるビンゴゲーム
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